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＊18:00までにお願いします。ﾒｰﾙもご活用ください。 
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今年は寒さが続きましたが、あっという間に暖かくなり新年度のスタートから春らしい毎日です。児童生

徒の皆さんは、新年度のスタートを迎え、期待や決意を新たにしたことと思います。 

今年度も、近隣の学校の先生方へ｢きこえ通信｣を発信し、きこえの情報を提供させていただきます。｢読ん

でいます｣などのお声をお聞きし、うれしく思います。どの児童生徒にとっても役立つ情報もあります。今年

度もどうぞよろしくお願いいたします。 

  今回は、きこえ方ときき取りやすい対応、英語学習への対応についてお伝えいたします。 

 

 

きこえ方について(日本コクレア HPより)  

病院などで聴力検査をすると、このようなグラフ(オージオグラム)をもらうことがあります。次のことを表します。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○と×のポイントより、

「上の音はきこえない」、 

「下の音はきこえる」と 

いう意味です。 

こちらの○と×のグラフが、補聴

器を装用しない聴力検査の結

果です。 

○が右耳、×が左耳を表します。 
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検査は機械音の純音です。実際の話し言葉は息の音などの他の要素が含まれるため、聴力検査の結果と違

うこともあります。また、個人差がありますが、テレビや動画などの機械音の声が聞き取りにくいこともあります。 

数
が
小
さ
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と
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こ
え
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この濃い部分は

人の話す言葉の

音素を表します。

「スピーチバナ

ナ」といいます。 

当校 HPに

も掲載中！ 

URLが変更

になりました。 

https://nagaokarou.nein.ed.jp/


次のような対応だと、聞き取りやすいようです。該当児童生徒とも相談してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一人ずつ 

特にグループ学習など。 

ゆっくり 

早口のイメージ 

KIKOELIFE HPより 

前から 

後ろからは聞き取り 

にくいです。 

難聴通級指導担当 です。 

今年度も引き続き長岡と近隣地域の中学生を対象とした難聴通級指導教室を担当いたします。同じ地域

の難聴がある小学生の多くは、長岡市立千手小学校のきこえの教室等へ通っています。通級 

生徒の学習や生活がスムーズにいくように、生徒本人、保護者の方、在籍校の先生方と協力 

していきます。また、このたよりが届く先生方からのご相談にも応じたいと思います。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

文字も使う 

文字の情報があると良

い場合もあります。 

放送が聞き取りにくい

場合の対応について情報をいただきました↓

放送内容を放送室の前に貼る 

すでに実施されている学校が 

あるとのことです。聞き取りにくい 

聞き逃した場合、見に行く習慣を 

身につけていると情報をキャッチ 

できます。どの児童生徒にとっても 

助かる支援です。 

 

 

今日の放送 

１運動会… 

２○○委員 

３□□地区 

４◇クラブ 

雑音を減らす 

 いくつかの学校で実施して 

いるのが、椅子の脚にテニス 

ボールをつけることです。 

最近は導入している学校が 

多いです。｢つけてみたら静かで 

よかった｣とのご意見もあります。 

 取り付けやボールの確保につ 

いては、当校へご相談をお願い 

いたします。 

  
英語学習への対応について 

 

難聴のある児童生徒は、英語が難しい場合が多いです。同じ｢a｣でも何種類もの読み方があったり、

｢tall｣と書いて｢タール｣でなく｢トール｣と発音したり、｢あ｣なら他の発音がない日本語と比べると複雑

です。英語をご専門とする先生方からは｢英語の読み仮名表記は NG｣かもしれませんが、英語に読み仮

名があると手がかりになるようです。また先日、聾学校などの難聴のある生徒を対象とする英語の先生

方の研修会があり、参加した当校の職員によると｢やはり一番有効なのは英語に読み仮名表記をするこ

と｣というご意見が多かった、とのことでした。 

通級生徒が在籍する中学校へ、先日、リスニングテストのチェックリストを送らせていただきまし

た。対象の生徒と相談して、どの方法が合うのか、検討してほしいと思います。また、在籍校での定期

考査の支援が、高校入試の特別申請に繋がります。詳しくは後ほどお伝えしますが、ご不明な点はお問

い合わせください。大学入試等はまた、別のルールになります。共通テストを例に取ると、一定以上の

聴力であれば、リスニングは免除になります。リスニングが対象になる場合は、ロジャー等の補聴援助

システム送信機などの使用を申請できます。個々の進学先については、HPを確認する、直接問い合わ

せる、相談会などに参加するなどして情報を得てください。当校へもご相談ください。 

 


